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はじめに  
 

この「量子力学の基礎事項」は，筆者が「ランタニド(III)イオンに対する多重

項の理論」を理解する為に「量子力学，量子化学，原子分光学」などについて

学んだ際に，書き留めた内容を再構成したものである．これらの分野の教科書

や著書を手掛かりにして作った「量子力学についての筆者の自問自答のメモ」

でもある．参照した文献を末尾に掲げ，これらの著者および著作に深く感謝す

る次第です． 

10年ほど前，「ランタニドの化学と地球化学」の大学院講義録の附録として，

§1~§12の内容を準備した．そこでは，大学初年級の知識を前提に，水素原子

の Schrödinger 方程式から始め，「１中心多電子系」の Slater-Condon パラメータ

ー，Racah パラメーターまでの解説を意図した．6 年前に数十部を印刷製本し，

受講院生と関連分野の研究者や教員に配布したが，残部は殆どない状態になっ

た．新たに印刷製本するか電子媒体での配布を考えることにしたが，これを機

会に，§13~§19の内容を新たに付け加えることにした．「電磁気学の単位系」，

「べクトル・ポテンシャルの平面波展開」，「調和振動子」，「電磁場における荷

電粒子の運動のハミルトニアン」，「電気双極遷移」，「プランク分布とアインシ

ュタイン係数」，「波動関数の偶奇性と分光学的選択則」，などの内容である．こ

れらの追加により，元々意図した附録としても，また「量子力学の初等的な講

義録」としても，利用して頂ければと考えた次第である．電磁気学にも関連す

る 2~3の項目は，別の形で執筆した「電磁気学の基礎事項」や「解析力学の基

礎事項」の本文や附録に掲げた内容に基づくもので，電磁気学と量子力学の接

点をなす項目である．  

量子力学の教科書は多くの良書が出版されている．その習得は，初級・中級・

上級のレベルのそれぞれ各一冊を選び，段階を経ての習得努力を繰り返す他な

いように思う．この「量子力学の基礎事項」を執筆するにあたって念頭に置い

た読者は，1) 筆者と同様に『量子力学などは自らの「専門分野」ではない』と
自認はするものの，量子力学との関わりは考えたいと思う研究者や大学院生，

2) 理系学部に入学したばかりで，まだ細かな専門分野を決めていないが，量子
力学を少しは知ってみたいと思う学生諸君，である．いずれも，かつての筆者

自身の姿に重なっている．筆者は，大学理学部に入学した直後の時期に量子力

学を自習し始めた経験がある．しかし，１年後には止めてしまった．この難解
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なものの習得は無理と判断したことに依る．ところが，30 歳代半ばになってか

ら再度，量子力学を学ぶことを決めた．「ランタニドの地球化学」を研究テーマ

の一つに選んだ時である．「ランタニド」の問題は 4f 電子の量子論であり 4f 電

子の原子分光学であることを，Jørgensen, C. K.の著作から学んだことによる．今

も，量子力学それ自体よりも「ランタニド」に興味がある．しかし，この興味

の故に，量子力学や原子分光学を，ゆっくりではあるが，今も投出すこと無く，

持続的に学ぶことが出来ている．こんな形で量子力学と向き合っている者もい

ることを知って頂くことは，念頭に置いた読者への支援となるものと思う．し

かし，このような特殊な背景の筆者ゆえ，この内容は，量子力学自体を本格的

学びたい方の期待に答えるものではない．ただ，初級から中級への階梯を進む

際のハードルを低くする手助けにはなると思う．また，「1 中心多電子系」の問

題までしか扱っていないことを予め納得して頂くなら，それ自体も少しは参考

となるかも知れない． 

 この「量子力学の基礎事項」の姉妹編として，「解析力学の基礎事項」，「電磁

気学の基礎事項」，「統計力学の基礎事項」も執筆したので，準備が整い次第，

何らかの形で公表し，利用して頂けるようにしたいと考えている． 

 

                                              2012年 2 月 2日 

                                                 川邊 岩夫 
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